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(57)【要約】
　コネクタプラグ及びこれに適応するコネクタソケット
を備えるeSATAコネクタである。該コネクタプラグはプ
ラグ本体（11A）、プラグ金属ハウジング（12A）、プラ
グ本体上に形成された端子容置部（13A）及び端子収納
部内に収納設置されたプラグデータ端子（14A）を備え
るほか、更に端子収納部に収納設置されたプラグ電源端
子（15A）を備え、プラグ電源端子とプラグデータ端子
とは互いに電気的に隔離される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
eSATAコネクタプラグであって、プラグ本体、プラグ金属ハウジング、プラグデータ端子
及びプラグ本体上に形成された端子収納部を備え、前記プラグデータ端子が前記端子収納
部に収納設置される、eSATAコネクタプラグにおいて、
更に前記端子収納部に収納設置されたプラグ電源端子を備え、
前記プラグ電源端子と前記プラグデータ端子とは互いに電気的に隔離される、
ことを特徴とするeSATAコネクタプラグ。
【請求項２】
前記プラグ電源端子は１つのプラグ電気端子と１つのプラグ接地端子を有し、
前記プラグ電気端子とプラグ接地端子との間は互いに電気的に隔離される、
ことを特徴とする請求項１に記載のeSATAコネクタプラグ。
【請求項３】
前記プラグデータ端子とプラグ電源端子はそれぞれ端子収納部の対向内壁両側に収納設置
される、ことを特徴とする請求項１に記載のeSATAコネクタプラグ。
【請求項４】
前記プラグデータ端子とプラグ電源端子はそれぞれプラグ本体端子収納部内壁の下側表面
と上側表面に収納設置される、ことを特徴とする請求項１に記載のeSATAコネクタプラグ
。
【請求項５】
前記プラグ本体は前嵌挿面及び後嵌挿面を有し、前端面には収納孔が設けられ、収納孔の
底壁内側には第１端子溝が設けられ；
前記プラグデータ端子は基部、基部の前端と一体形成された弾性部及び基部の後端と一体
形成された半田テイル部を有し；
前記プラグ金属ハウジングは前記プラグ本体に係合するシールドケースであり；
前記プラグ電源端子は嵌挿端と半田付け端を有し、前記プラグ本体の収納孔の頂壁内側に
は第２端子溝が設けられ、前記プラグ電源端子が前記第２端子溝内に挿設され、前記プラ
グデータ端子はデータ信号を伝送するためのデータ端子、前記プラグ電源端子は電源信号
を伝送するための電源端子である、
ことを特徴とする、請求項１に記載のeSATAコネクタプラグ。
【請求項６】
前記プラグ電源端子の嵌挿端は平板状である、ことを特徴とする請求項５に記載のeSATA
コネクタプラグ。
【請求項７】
前記プラグ電源端子の嵌挿端の後端両側縁が外方へ突出して歯状の固定保持部を形成する
、ことを特徴とする請求項６に記載のeSATAコネクタプラグ。
【請求項８】
前記プラグ本体の両外側前端は外方へ突出して固定保持ブロックを形成する、ことを特徴
とする請求項５に記載のeSATAコネクタプラグ。
【請求項９】
前記プラグデータ端子の弾性部はアーチ型であり、
基部の後端両側は外方へ突出して歯状の係着部を形成する、
ことを特徴とする、請求項７又は８に記載のeSATAコネクタプラグ。
【請求項１０】
前記第1端子溝の後端は後方へ伸びると共にプラグ本体の後嵌挿面を貫通し、
前記プラグデータ端子の半田テイル部は第１端子溝の後端よりプラグ本体の後嵌挿面から
突出し、
前記第２端子溝が後方へ伸びると共に前記プラグ本体の後嵌挿面を貫通し、
前記プラグ電源端子の半田付け端は第２端子溝の後端よりプラグ本体の後嵌挿面から突出
する、
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ことを特徴とする請求項９に記載のeSATAコネクタプラグ。
【請求項１１】
前記金属ハウジングは上シールドケースと下シールドケースを有するシールドケースであ
る、ことを特徴とする請求項５に記載のeSATAコネクタプラグ。
【請求項１２】
請求項５に記載のeSATAコネクタプラグであって、
前端面が前方へ突出してバンプを形成し、下端面が下方へ突出して所定間隔で離間された
突条を形成し、上端面が上方へ突出して離間された両ストッパリブを形成する、ように構
成されたプラグ端子座を更に備え、
前記プラグ端子座の前端面はプラグ本体の後嵌挿面と一体に嵌挿され、
半田テイル部はプラグ本体の後嵌挿面を挿通すると共にプラグ端子座の下端面の収納空間
内に収納され、
隣接する両プラグデータ端子はプラグ端子座の下端面の突条によって絶縁的に隔離され、
前記プラグ電源端子の半田付け端は後方へ挿通してプラグ本体の後嵌挿面から突出される
と共にプラグ端子座の上端面に収納され、
プラグ電源端子はそれぞれストッパリブの両側に位置される、
ことを特徴とする請求項５に記載のeSATAコネクタプラグ。
【請求項１３】
請求項１に記載のeSATAコネクタプラグに適応するeSATAコネクタソケットであって、ソケ
ット本体、ソケット金属ハウジング、端子載置部及び端子載置部に収容設置されたソケッ
トデータ端子を備え、
前記ソケット本体には収納孔が設けられ、
前記端子載置部は前記ソケット本体の収納孔内に位置される、eSATAコネクタソケットに
おいて、
更に前記端子載置部上に載置されたソケット電源端子を備える、
前記ソケットデータ端子とソケット電源端子の両者間は互いに電気的に隔離される、
ことを特徴とする請求項１に記載のeSATAコネクタプラグに適応するeSATAコネクタソケッ
ト。
【請求項１４】
前記ソケット電源端子は１つのソケット電気端子及び１つのソケット接地端子を有し、
且つ前記ソケット電気端子とソケット接地端子の間は互いに電気的に隔離される、
ことを特徴とする請求項１３に記載のeSATAコネクタソケット。
【請求項１５】
前記ソケットデータ端子とソケット電源端子はそれぞれ端子載置部の対向両側面に収納設
置される、ことを特徴とする請求項１３に記載のeSATAコネクタソケット。
【請求項１６】
前記ソケットデータ端子とソケット電源端子はそれぞれ端子載置部の下側表面と上側表面
に設置される、ことを特徴とする請求項１５に記載のeSATAコネクタソケット。
【請求項１７】
前記ソケット電源端子のソケット接地端子とソケット電気端子はそれぞれ端子載置部の左
右両側の表面に設置される、ことを特徴とする請求項１３に記載のeSATAコネクタソケッ
ト。
【請求項１８】
前記ソケット本体はソケット基部を有し、ソケット基部は前方へ突出して端子基板を形成
し、端子基板の上端面には第１収納溝が設けられ；
前記ソケットデータ端子は一体形成された接触端及び半田テイル端を有し、前記ソケット
データ端子の接触端は前記第１収納溝内に収納され；
前記ソケット金属ハウジングはソケット本体と係合組立するシールドケースであり；
前記ソケット電源端子は一体形成された基板部、導接部及び半田付け部を有し、前記ソケ
ット本体の端子基板の下端面には更に第２収納溝が設けられ、前記ソケットデータ端子は
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データ信号を伝送するためのデータ端子、前記ソケット電源端子は電源信号を伝送するた
めの電源端子である、
ことを特徴とする請求項１３に記載のeSATAコネクタソケット。
【請求項１９】
前記ソケット電源端子の導接端は湾曲状である、ことを特徴とする請求項１８に記載のeS
ATAコネクタソケット。
【請求項２０】
前記ソケット電源端子の基板部が前方に伸びて上方に湾曲するアーチ型湾曲部を形成し、
湾曲部の前端が下方に湾曲して導接部を形成し、
前記基板部の後端は下方へ折り曲げ支承部を形成し、
支承部の後端は後方へ折り曲げると共に後方へ伸びて半田付け部を形成する、
ことを特徴とする請求項１８に記載のeSATAコネクタソケット。
【請求項２１】
前記ソケット電源端子の基板部後端の両側縁は外方へ突出して凹凸歯状の嵌合部を形成す
る、ことを特徴とする請求項１８に記載のeSATAコネクタソケット。
【請求項２２】
前記ソケットデータ端子の接触端の後端は下方へ折り曲げ伸びて接続端を形成し、
接続端は後方へ折り曲げ水平に伸びて前記半田テイル端を形成し、
前記接触端の後端の両側縁は外方へ突出して歯状の固持部として形成される、
ことを特徴とする請求項１８に記載のeSATAコネクタソケット。
【請求項２３】
前記第１収納溝は後方へ延びてソケット基部の後端面を貫通し、
前記半田テイル端は第１収納溝の後端よりソケット基部の後端面から突出し、
前記第２収納溝の後端は後方へ延びてソケット基部を貫通し、
前記ソケット電源端子の半田付け部は第２収納溝の後端よりソケット基部の後端面から突
出する、
ことを特徴とする請求項１８に記載のeSATAコネクタソケット。
【請求項２４】
前記ソケット基部の両側端はそれぞれ前、後方へ隆起して挟持座を形成し、
前記挟持座は前記端子基板の前に位置する前端内側が凹陷してガイド溝を形成する、
ことを特徴とする請求項１８に記載のeSATAコネクタソケット。
【請求項２５】
前記シールドケースの前端上、下縁辺はそれぞれ湾曲して上、下当接片を形成し、
頂壁、底壁はまたそれぞれ突出して上、下弾性片を形成し、
下端が縦方向下方に突出して嵌着固定片を形成し、
前記ソケット基部の下端面が縦方向下方に突出して位置決め柱を形成する、
ことを特徴とする請求項１８又は２４に記載のeSATAコネクタソケット。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
[技術分野]
 本発明はeSATAインタフェースコネクタに関し、特にデータインタフェースと電源インタ
フェースを一体化するeSATAコネクタに関する。
[背景技術]
 電子技術の益々の発展に従い、携帯式電子機器が消費者に幅広く利用されつつある。大
量データの転送需要は相応するインタフェースコネクタが大量データ転送をサポートする
ように促し、こうした中、SATA（Serial Advanced Technology Attachment:アドバンスド
 テクノロジー アタッチメント）技術が誕生した。しかしながら、主流市場ではSATAが依
然として携帯記憶装置市場に使用されていない。殆どのコンピュータシステム及び小売の
マザーボードには標準的な外部SATAインタフェースが配置されないし；しかも、SATAケー
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ブルが数十回の挿抜に耐えられないからである。このような状況下、eSATAが登場した。e
SATAはExternal Serial ATA（外部SATA）の略称、SATAインタフェースの外部拡張仕様で
ある。言い換えれば、eSATAは「外付け」型SATAで、内部SATAデバイスではなく、外部SAT
Aデバイスの接続に用いられる。例えば、eSATAインタフェースを有する場合、SATAハード
ディスクをマザーボードのeSATAインタフェースに容易に接続することができ、筺体を開
けてのSATAハードディスク交換が不要となる。SATAインタフェースと比べると、eSATAが
ハードウェア規格上で一部の変更があり、データケーブル・インタフェース接続部位には
物理的接続の堅牢性を補強する金属弾性片が付設される。eSATAは、同様にホットプラグ
をサポートし、7ピン・ケーブルが用いられるので、インタフェースのみを変更すればSAT
Aデバイスとの互換を実現できる。
【０００２】
 eSATAは使用上で明らかな優位性を有するが、完璧なものではない。不足点としては、例
えば、eSATAが電源供給機能を有さず、データインタフェースのみを提供する。即ちeSATA
インタフェースに準拠するデバイスにとって別途の電源配置が必要不可欠で、尚且つ、ユ
ーザがホットプラグを行う時にデータケーブルと電源ケーブルの挿抜順位を間違えると、
ホットプラグ機能を失効させ使用不能にしたり、ひいてはeSATAの性能を影響したりする
不具合を招く。
[発明内容]
 本発明の主な目的は、従来のeSATAに対して大きく改造する必要がなく、電源とデータを
１つのコネクタインタフェースを介して同時に伝送可能で、一次的挿抜が便利、構造がコ
ンパクト化、接続空間を節約可能な特徴を有するeSATAコネクタを提供することである。
【０００３】
 本発明が提供する技術案は以下の通りである。
 eSATAコネクタプラグであって、プラグ本体、プラグ金属ハウジング、プラグ本体端子収
納部及び前記端子収納部内に収納設置されるプラグデータ端子を備えるほか、更に前記端
子収納部に収納設置されるプラグ電源端子及びプラグデータ端子を備え、該プラグ電源端
子と前記プラグデータ端子とが互いに電気的に隔離される。
【０００４】
 前記プラグ電源端子は1つのプラグ電気端子と１つのプラグ接地端子を有し、前記プラグ
電気端子とプラグ接地端子との間は互いに電気的に隔離される。
 前記プラグデータ端子とプラグ電源端子はそれぞれプラグ本体端子収納部の対向する内
壁両側に収納設置される。
【０００５】
 前記プラグデータ端子とプラグ電源端子はそれぞれプラグ本体端子収納部内壁の下側表
面と上側表面に収納設置される。
 上述したeSATAコネクタプラグに適応するeSATAコネクタソケットであって、ソケット本
体、ソケット金属ハウジング、端子載置部及び端子載置部に収納設置されるソケットデー
タ端子を備え、前記ソケット本体には収納孔が設けられ、前記端子載置部が前記ソケット
本体の収納孔内に位置される、eSATAコネクタソケットにおいて、更に前記端子載置部上
に載置されたソケット電源端子を備え、前記ソケットデータ端子とソケット電源端子の両
者間は互いに電気的に隔離される。
【０００６】
 前記ソケット電源端子は１つのソケット電気端子と1つのソケット接地端子を有し、且つ
前記ソケット電気端子とソケット接地端子との間は互いに電気的に隔離される。
 前記ソケットデータ端子とソケット電源端子はそれぞれ端子載置部の対向両側面に収納
設置される。
【０００７】
 前記ソケットデータ端子とソケット電源端子はそれぞれ端子載置部の下側表面と上側表
面に設置される。
 前記ソケット電源端子のソケット接地端子とソケット電気端子はそれぞれ端子載置部左
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右両側の表面に設置される。
【０００８】
 上述技術案で分かるように、本発明におけるeSATAコネクタプラグ、ソケットはそれぞれ
端子収納部、端子載置部にプラグ電源端子、ソケット電源端子を設置することにより、元
々データインタフェースと電源インタフェースとの２つのインタフェースを必要とするコ
ネクタプラグを１つのインタフェース上に集積させ；このような１つのプラグ、１つのソ
ケットにてデータ、電源の伝送を実現するコネクタ構造は、構造がコンパクト化され、使
用者による携帯、取付けを便利にすると同時に、eSATAコネクタに占用された取付けスペ
ースを減少し、コストを低減する。
【０００９】
 また、本発明におけるeSATAコネクタプラグのデータ端子は既存の標準eSATAコネクタソ
ケットに適応する方式で設置されるので、本発明におけるeSATAコネクタプラグ、eSATAコ
ネクタソケットがいずれも既存の標準eSATAコネクタソケット、eSATAコネクタプラグに適
応可能で、既存の標準eSATAコネクタソケット、eSATAコネクタプラグに対して過多の改造
を施さずにデータや電源の伝送を可能にする。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施例1におけるeSATAコネクタプラグ構造の立体図である。
【図２】図1におけるA？A'線に沿うインタフェースの略図である。
【図３】本発明の実施例1におけるeSATAコネクタソケット構造の立体図である。
【図４】図3におけるB？B'線に沿うインタフェースの略図である。
【図５】本発明の実施例2におけるeSATAコネクタプラグ構造の立体図である。
【図６】図5におけるA？A'線に沿うインタフェースの略図である。
【図７】本発明の実施例2におけるeSATAコネクタソケット構造の立体図である。
【図８】図7におけるB？B'線に沿うインタフェースの略図である。
【図９】本発明のeSATAコネクタプラグの立体分解図である。
【図１０】本発明のeSATAコネクタプラグの立体図である。
【図１１】本発明のeSATAコネクタプラグの他の１つの立体図である。
【図１２】本発明のeSATAコネクタプラグの今１つの立体図である。
【図１３】本発明のeSATAコネクタソケットの立体分解図である。
【図１４】本発明のeSATAコネクタソケットの立体図である。
【図１５】本発明のeSATAコネクタソケットの今１つの立体図である。
【図１６】本発明のeSATAコネクタプラグとコネクタソケットが嵌挿後の側面断面図であ
る。
【図１７】図16におけるVIII表記部の拡大図である。[具体的実施方式] 本発明のeSATAコ
ネクタは、プラグ及びプラグに適応するソケットを備え、従来のeSATAコネクタ・データ
インタフェースのプラグとソケットに電源端子を増設して、同一なインタフェースを介し
て同時にデータ伝送とeSATAコネクタインタフェースデバイスへの給電の目的を達成する
。しかも、本発明のeSATAコネクタプラグとソケットの嵌挿使用時、プラグ、ソケットの
電源端子構造がホットプラグ規格に一致する。従って、eSATAコネクタの正常使用を確保
可能にし、従来のeSATAコネクタがデータインタフェースと電源インタフェースの２つの
インタフェースを必要とし使用が不便との問題を解消した。
【００１１】
 図1、図2に示されたのは、本発明の実施例１におけるeSATAコネクタのプラグ1Aである。
本実施例におけるプラグ1Aは、eSATAコネクタプラグ本体11A、プラグ本体11Aのプラグ金
属ハウジング12A、及びプラグ本体端子収納部13Aを備え、前記プラグ本体端子収納部13A
の内側上にはデータを伝送するための７つのプラグデータ端子14Aが設置されると共に、
プラグデータ端子14A所在の内側面と対向するプラグ本体端子収納部13Aの内側面上には電
源を接続するための2つのプラグ電源端子15Aが設置される。図2に示すように、プラグ電
源端子15Aはプラグ電気端子151Aとプラグ接地端子152Aとに区分され、この２つの電源端
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子が互いに絶縁される。これに対して、図3、図4に示されたのは、本発明の実施例１と対
応嵌挿するeSATAコネクタソケット2Aである。本実施例におけるソケット2Aは、eSATAコネ
クタソケット本体21A、ソケット本体21Aのソケット金属ハウジング22A及びソケット本体2
1Aを備え、前記ソケット本体21Aには収納孔26Aが設けられ、前記eSATAコネクタプラグ本
体端子収納部と対応して使用する端子載置部23Aが前記ソケット本体の収納孔26A内に位置
される。ソケット本体端子載置部23Aの下表面上にはデータを伝送するための７つのソケ
ットデータ端子24Aが設けられると共に、ソケット本体端子載置部23Aの上表面上にはeSAT
Aデバイスに給電するための2つのソケット電源電源端子25Aが設けられる。図4に示すよう
に、ソケット電源端子25はソケット電気端子251Aとソケット接地端子252Aに区分される。
前記プラグデータ端子14Aがソケットデータ端子24Aと対応すると共に、前記プラグ電源端
子15Aがソケット電源端子25Aと対応し、しかも、インタフェースのホットプラグ仕様に一
致させるためソケット電気端子251A、ソケット接地端子252Aが共にソケット本体端子載置
部23Aから略突出させることにより、対応されるソケットへの挿入時、通電後にプラグデ
ータ端子14Aをソケットデータ端子24Aに接触させるように確保する。
【００１２】
 図5、図6に示されたのは、本発明の実施例2におけるeSATAコネクタのプラグ1Bである。
本実施例におけるプラグ1Bは、eSATAコネクタプラグ本体11B、プラグ本体11Bのプラグ金
属ハウジング12B、及びプラグ本体端子収納部13Bを備え、前記プラグ本体端子収納部13B
の内側上にはデータを伝送するための7つのプラグデータ端子14Bが設置され、実施例1と
の相違点としては、電源を接続するための2つのプラグ電源端子15Bはそれぞれプラグ本体
端子収納部13B両側の内側面上に設置されており、図6に示すように、プラグ電源端子15B
がプラグ電気端子151Aとプラグ接地端子152Bに区分され、この2つの電源端子が互いに絶
縁される。
【００１３】
 図7、図8に示されたのは、本発明の実施例2におけるeSATAコネクタ1Bと対応嵌挿する eS
ATAコネクタソケット2Bである。本実施例におけるソケット2Bは、eSATAコネクタソケット
本体21B、ソケット本体21Bのソケット金属ハウジング22Bを備え、前記ソケット本体21Bに
は収納孔26Bが設けられ、前記eSATAコネクタプラグ本体端子収納部と対応して使用する端
子載置部23Bが前記ソケット本体の収納孔26B内に位置される。ソケット本体端子載置部23
Bの下表面上にはデータを伝送するための７つのソケットデータ端子24Bが設置され、ソケ
ット本体端子載置部23Bの両側表面上にはそれぞれeSATAデバイスに給電するための2つの
ソケット電源電源端子25Bが設置され、図8に示すように、ソケット電源端子25Bはソケッ
ト電気端子251Bとソケット接地端子252Bに区分される。前記プラグデータ端子14Bがソケ
ットデータ端子24Bと対応すると共に、前記プラグ電源端子15Bがソケット電源端子25Bと
対応し、しかも、インタフェースのホットプラグ仕様に一致させるためソケット電気端子
251B、ソケット接地端子252Bが共にソケット本体端子載置部23Bから略突出させることに
より、対応されるソケットへの挿入時、通電後にプラグデータ端子14Bをソケットデータ
端子24B接触に接触させるように確保する。
【００１４】
 図9及び図10、図11をご参照ください。これらの図に示されたのは、本発明の実施例3に
おけるeSATAコネクタのプラグ1である。本発明のeSATAコネクタのプラグ1はプラグ本体11
、プラグ本体11と嵌挿接続するプラグ端子座12、プラグデータ端子13、プラグ電源端子14
及びプラグ本体1と係合する上シールドケース15と下シールドケース16を備える。
【００１５】
 プラグ本体11は前嵌挿面111及び後嵌挿面112を有し、前嵌挿面111には後方へ矩形の収納
孔113が設けられ、収納孔113の底壁内側には複数の矩形の第1端子溝114が設けられ、該第
1端子溝114が後方に延在してプラグ本体11の後嵌挿面112を貫通する。収納孔113の頂壁内
側には矩形の第2端子溝115が設けられ、該第2端子溝115の後端が延在してプラグ本体112
の後嵌挿面112を貫通する。プラグ本体1の頂端面及び底端面はそれぞれ凹陷して矩形の上
、下凹部116、117を形成すると共に、プラグ本体1の両外側はそれぞれ外方へ隆起して固
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定保持ブロック118を形成し、固定保持ブロック118の後面に位置するプラグ本体の両外側
が内方へ凹陷して矩形の係合溝119を形成する。
【００１６】
 プラグ端子座12の前端面が前方へ突出してバンプ121を形成し、下端面が下方へ突出して
所定距離で離間される突条122を形成し、隣接する両突条123の間には収納空間123が形成
され、プラグ端子座12の上端面が上方へ突出して2つの間隔されたストッパリブ124を形成
する。
【００１７】
 プラグデータ端子13はeSATAのデータ信号を伝送するためのデータ端子である。各々のプ
ラグデータ端子13はアーチ型の弾性部131、基部132及び半田テイル部133を有する。基部1
32の前端が前方へ伸びると共に上方へ湾曲して弾性部131として形成され、基部132の後端
が後方へ水平に伸びて半田テイル部133として形成される。プラグデータ端子13がプラグ
本体1内部への挿入を安定化するため、基部132後端の両側縁が外方へ突出して歯状の係着
部134として形成される。
【００１８】
 プラグ電源端子14は電源信号を伝送するための電源端子であり、本発明のeSATA準拠した
コネクタに必要な電源を供給する。本実施例では、該プラグ電源端子14は2対が設置され
、各対のプラグ電源端子14はそれぞれ外部電源の正電圧信号端と負電圧信号端に接続でき
る。実際の使用中、電源供給が1対のみのプラグ電源端子14が必要されるが、電子製品の
異なる電圧規格を配慮した上、予め1対の予備プラグ電源端子14を提供して使用者の選択
に供する。各々のプラグ電源端子14は嵌挿端141及びこれと一体形成された半田付け端142
を有する。嵌挿端141が矩形平板状であり、その後端が後方へ水平に伸びて平板状の半田
付け端142として形成される。プラグ電源端子14がプラグ本体1内部への嵌挿を安定化する
ため、嵌挿端141後端の両側縁が外方へ突出して凹凸歯状の固定部143として形成される。
【００１９】
 上シールドケース15は矩形薄板状の上シールド体151及び上シールド体151の両側から縦
方向に折り曲げ下方に伸びてなる上係着保持アーム152を有し、上係着保持アーム152が内
方へ折り曲げ係着保持片153を形成し、上シールド体151の略中央部が上方へ突出して上弾
性係合片154を形成する。
【００２０】
 下シールドケース16は矩形板状の下シールド体161及び下シールド体161両側からそれぞ
れ縦方向に折り曲げ上方に延伸してなる下係着保持アーム162を有し、下シールド体161の
略中央部が下方へ突出して下弾性係合片163として形成される。
【００２１】
 図10、11、12をご参照ください。これらの図に示されるのは、本発明のeSATAコネクタプ
ラグ1が組付け後の立体略図である。プラグ本体1の後嵌挿面がプラグ端子座12の前端面の
バンプ121と互いに嵌挿して一体に固定嵌合される。プラグデータ端子13前端の弾性部131
がプラグ本体1の第1端子溝114内に収納され、弾性部131のアーチ型端面が第1端子溝114か
ら突出し、半田テイル部133がプラグ本体1の後嵌挿面を挿通すると共にプラグ端子座12の
下端面の収納空間123に収納され、隣接する両プラグデータ端子13がプラグ端子座12下端
面の突条122により絶縁的に隔離され、プラグデータ端子13の基部132両側の係着部134が
第1端子溝114内に嵌入されて、プラグデータ端子13をプラグ本体1に安定的に嵌挿させる
。プラグ電源端子14前端の嵌挿端141が第2端子溝115内に収納され、半田付け端142が後方
へ伸びプラグ本体1の後嵌挿面112を挿通すると共に、プラグ端子座12の上端面に収納され
、各対のプラグ電源端子14はそれぞれストッパリブ124の両側に位置される（図12参照）
。
【００２２】
 上シールドケース15の上係着保持アーム152の係着保持片153はそれぞれプラグ本体1両側
の係合溝119内に嵌入されると共に、プラグ本体1に係着固定され、上弾性係合片153がプ
ラグ本体1の上凹部116に係合され、且つ上弾性係合片154が上シールド体151の所在平面か
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ら突出される。下シールドケース16両側の下係着保持アーム162がプラグ本体1の両外側の
下端に係合され、下弾性係合片163がプラグ本体1の下凹部117に係合され、且つ下弾性係
合片163が下シールド体161の所在平面から突出される。これにより、上、下シールドケー
ス15、16はそれぞれプラグ本体1の上、下端と係合して外部信号からの干渉を遮蔽すると
共に、挿抜時の係着保持力を増加する。
【００２３】
 図13をご参照ください。該図に示されるのは、本発明の実施例3におけるeSATAコネクタ
プラグ1と対応嵌挿するコネクタソケット2の分解図である。該図に示すように、コネクタ
ソケット2はソケット本体21、ソケットデータ端子22、ソケット電源端子23及びシールド
ケース24を備える。
【００２４】
 合わせて図14、図15をご参照ください。ソケット本体21は略H状構造に形成され、ソケッ
ト基部211を有し、ソケット基部211の中部は前方へ突出して矩形体となる端子基板212と
して形成され、端子基板212の上端面には矩形の第1収納溝213が設けられ、各々の第1収納
溝213が後方に伸びてソケット基部211の後端面を挿通し、端子基板212の底端面には第2収
納溝214（図15参照）が設けられ、各々の第2収納溝214が後方に伸びてソケット基部211の
後端面を貫通する。ソケット基部211の両側端が前、後方へ突出して挟持座215として形成
され、各々の挟持座215は端子基板212の前に位置する前端内側が凹陥して矩形のガイド溝
216を形成する。ソケット基部211の下端面が縦方向下方に突出して柱状の位置決め柱217
を形成する。
【００２５】
 ソケットデータ端子22は、eSATAのデータ信号を伝送するためのデータ端子である。各々
のソケットデータ端子22は、前端が矩形板状となる接触端221を有し、接触端221の後端が
下方へ折り曲げ延伸して接続端222を形成し、接続端222が後方へ折り曲げ水平に伸びて半
田テイル端223を形成し、ソケットデータ端子22をソケット本体2内への挿入を安定化する
ため、接触端221後端の両側縁が外方へ突出して歯状の固定保持部224として形成される。
【００２６】
 ソケット電源端子23は、eSATAに必要な電源信号を伝送するための電源端子である。本発
明のeSATAコネクタプラグ1のソケット電源端子14と電気的に嵌挿すると共に電源を伝送す
ると共に、本実施例では、ソケット電源端子23は2対が設置され、各対のソケット電源端
子23はそれぞれ外部電源の正電圧信号端と負電圧信号端に接続可能である。各々のソケッ
ト電源端子23は平板状の基板部231、基板部231が前方に伸びて上方に湾曲するアーチ型湾
曲部232を有し、湾曲部232の前端が下方に湾曲すると共に前方に伸びて導接部233を形成
し、基板部231の後端が下方へ折り曲げ延伸して支承部234を形成し、支承部234後端が後
方へ折り曲げると共に後方に伸びて半田付け部235を形成する。ソケット電源端子23をソ
ケット本体2への嵌挿を安定化するため、基板部231後端の両側縁が外方へ突出して凹凸歯
状の嵌合部236として形成される。
【００２７】
 シールドケース24は、前後を貫通する貫通空間241を包囲形成する。シールドケース24の
前端の上、下縁辺はそれぞれ湾曲して上、下当接片242、243を形成し、また、頂壁、底壁
はそれぞれ突出して上、下弾性片244、245を形成し、下端が縦方向下方に突出して外部デ
バイスと嵌挿固定するための嵌着固定片246を形成する。
【００２８】
 図14、15は、本発明のeSATAコネクタソケット2が組立後の立体図である。ソケットデー
タ端子22前端の接触端221が端子基板212の第1収納溝215内に挿入され、接続端222及び半
田テイル端223がソケット基部211を挿通すると共に、ソケット基部211の後端面から突出
して外部回路との半田付けに供し、固定保持部224が第1収納溝215に嵌入されてソケット
本体2と固定連結される。ソケット電源端子23の基板部231が第2収納溝214内に収納され、
導接部233が下方へ第2収納溝214から突出され、支承部234及び半田付け部235が後方へソ
ケット基部211を貫通すると共に、ソケット基部211の後端面から突出して外部回路との半
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田付けに供し、固定保持部236が第2収納溝216に嵌入されて、ソケット電源端子23とソケ
ット本体21とを安定的に嵌挿させる。シールドケース24の貫通空間241にはソケットデー
タ端子22、ソケット電源端子23の絶縁本体21が収納嵌挿されて、ソケットコネクタ2の組
立を完成させる。本実施例では、ソケットコネクタ2のソケットデータ端子22、ソケット
電源端子23の半田テイル端223、半田付け部235にいずれもSMT型構造の半田フィレットを
用いたが、具体的な実施中、DIP型構造の半田フィレットを用いても良い。
【００２９】
 また、図16に示すように、本発明のプラグコネクタ１とソケットコネクタ２の嵌挿時、
プラグ本体11両側の固定保持ブロック118はそれぞれ挟持座のガイド溝214に沿ってソケッ
トコネクタ2に挿入され、プラグデータ端子13の弾性部131がソケットデータ端子22の接触
端221に接触して電気的接続を達成し、プラグ電源端子14の嵌挿端141がソケット電源端子
23の導接部233に弾性接触して電気的接続を達成する。これで明らかにしたように、プラ
グデータ端子13がソケットデータ端子22と電気的接続を達成してeSATA規格のデータ信号
を伝送し、プラグ電源端子14がソケット電源端子23と電気的接続を達成してeSATAに必要
な電源信号を伝送し、これにより、本発明のeSATA準拠したインタフェースのコネクタプ
ラグ1とコネクタソケット2との間にデータ伝送を行うと同時に所要の電源を伝送して、記
憶媒体、媒体周辺制御回路とデータ伝送に必要な電源を供給する。なお、プラグコネクタ
1の上、下シールドケース15、16の上、下弾性係合片154、163はそれぞれコネクタソケッ
ト2のシールドケース24の底壁と頂壁の内側に弾性的に当接すると同時に、コネクタソケ
ット2のシールドケース24の上、下弾性片はそれぞれ下、上シールドケース16、15の内側
壁に弾性的に当接し、これにより、コネクタプラグ1とコネクタソケット2との間に確実な
固定保持力を付与し、安定的な電気的接続を実現する。
上述したように、本発明のeSATAインタフェースのコネクタプラグ1が標準eSATAインタフ
ェースに適応し、且つ標準eSATAコネクタプラグをベースに電源信号伝送用のプラグ電源
端子14を増設し、これと同時に、本発明のコネクタプラグ1と対応嵌挿するeSATA準拠のコ
ネクタソケット2が電源伝送用ソケット電源端子23をソケット本体21内部に設置すると共
に、コネクタプラグ1のプラグ電源端子14と対応嵌挿して、eSATAのデータ信号及び所要電
源を同時に伝送するとの本発明の目的を達成し、しかも、使用者に利便性を提供し、一次
の嵌挿により嵌挿使用を完成し、挿抜が簡単、便利となる。
【００３０】
 また、従来の技術では、厚さが僅か0.8mmのプラグ本体11の頂壁は弾性的アーチ型電源端
子から作用力を受け、受けた力が過大が故に変形しやすく、プラグ本体の頂壁の形状が復
元不能となり、電源信号伝送が妨害されたり、ひいては伝送不能になったりして、eSATA
の使用がひどく影響される。本発明のeSATAインタフェースのコネクタプラグ1はeSATAイ
ンタフェース規格に準拠しており、プラグ本体11の頂壁の厚さが0.8mm前後であり、プラ
グ本体11の頂壁内側上に弾性的アーチ型電源端子を挿設して弾性接触の緊密性を増大する
場合、コネクタソケット2の電源端子との接触時、該弾性的アーチ型端子がソケットの電
源端子と電気的に接触して、アーチ型電源端子に作用力を受けさせると共にこれをプラグ
本体11の頂壁に伝達させる。
【００３１】
 相対的にいうと、本発明のeSATAインタフェースのコネクタプラグ1は扁平板状のプラグ
電源端子14をプラグ本体11の頂壁の内側上に挿設し、相応的に、アーチ型の弾性的ソケッ
ト電源端子23をソケット本体21のソケット基板212の下端面の第2収納溝216内に設置し、
これにより、第2接続端子23がプラグ電源端子14との接触時、プラグ電源端子14がアーチ
型のソケットデータ端子23の導接部233からの弾性作用力を受けるので、嵌挿時の作用力
が不要となり、平板状のプラグ電源端子14が作用力を受けた後、これを容易に分散してコ
ネクタプラグ1のプラグ本体11の頂壁が受けた作用力を均一にする（図17参照。受力を矢
印で示す略図）ことにより頂壁を容易に損傷させず、そして、アーチ型の導接部233を安
定的なソケット本体21の端子基板212上に設置すると共に接触時の弾性作用力を付与し、
プラグ本体11の頂壁に作用力が集中されて頂壁が損傷されやすい状況を回避する。
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【００３２】
 本発明におけるコネクタプラグとソケットの形状は、実施例に開示した従来eSATAで定義
されたプラグとソケットに限定されることがなく、他の形状のプラグとソケットが本発明
の保護範囲内に属するものとする。なお、プラグにおけるデータ端子と電源端子及びソケ
ットにおけるデータ端子接点と電源端子接点の配置が上述した現有上、下方式の設置方式
に限定されることがなく、周設や間隔などの配置方式も利用可能である。
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【図２】

【図３】

【図４】
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